


要約:成人型呼吸窮迫症候群(ARDS)の病態に多核白血球(PMN)が深く関わっていることがよ

く知られている。一方、新生児慢性肺陣害(CLD)においても、ARDS と同様に PMN の関与を

示唆する成績が散見されるようになってはきたが、現在のところ確証を得るには至ってい

ない。今回は、CLD 児がしばしぱ遭遇する肺の虚血再灌流の病態を、急性仮死負荷およぴ

蘇生により作成し、本病態時における肺組織内 superoxide anion(O2)の生成について検

討した。急性仮死負荷後では、1OO%酸素蘇生において肺組織内に多量の 02 産生が認めら

れ、その病態の増悪に活性酸素が関与しているものと考えられる。また、PMN 体外吸着療

法(G-1)により蘇生後の発光は相対的に抑制されることから、この発光は血管内にて生じ

ているものと考えられ、PMNが関与しているものと推測される。


